
 

日本大学大学院商学研究科受験上の配慮について 

                           

 本学大学院商学研究科に入学を志願する方で障がい等があり，入試における受験上の配慮を必要

とする場合は，出願前に以下のとおり申請を行ってください。本研究科が必要と認めた場合には，受

験上の配慮について，事前に志願者と面談を行います。 

 なお，この面談は，受験上の配慮について確認するためのものであり，合否判定とは一切関係あり

ません。 

 また，希望する受験上の配慮が実施された場合でも，入学後の修学上における同様の措置を保証す

るものではありません。修学上の配慮について予め確認したいことがある場合は，「受験上の配慮申

請書」の該当欄にその旨を記入してください。 

 

１ 対象の試験 

  日本大学大学院商学研究科入学試験  

 

２ 提出方法 

① 申請に必要な書類は以下のとおりです。※申請書類は返却いたしません。 

⑴ 「受験上の配慮申請書」 

⑵ 「医師の診断書(コピー可)」「身体障害者手帳の写し」「精神障害者保健福祉手帳の写し」の 

いずれか 

※「身体障害者手帳」「精神障害者保健福祉手帳」の写しは，本人確認のため情報(「氏名」 

「生年月日」など)，障がいの程度(「障害等級」「障害名」)のみで結構です。また，御提出 

いただいた「写し」については，受験上及び修学上の配慮事項の確認以外の用途には利用し 

ません。 

    ※⑵に該当する書類が無い場合は，⑵に代わる公的な書類を提出し御相談ください。 

 ② 提出期限     原則，受験上の配慮を希望する入学試験出願締切日の１か月前まで 

③ 申請書類の送付先  

〒157-8570 東京都世田谷区砧５－２－１  

日本大学大学院商学研究科「受験上の配慮申請」係 

 

３ 受験上の配慮事項の確認 

① 申請書類に基づき，必要に応じて出願前に申請者と面談を行います。 

② 障がいの症状・程度の具合や入学後の修学上の配慮について確認する事項がない場合は，電話 

による面談又は面談を免除する場合があります。 

 

４ 入学後の修学上の配慮について 

修学上の配慮については，入学手続きが終了後，商学研究科の「学生支援窓口」で修学上の合理 

的配慮の申請手続きを行い，建設的な話し合いにより合理的配慮・支援内容を決定します。 

  出願前に，入学後の修学上の配慮について予め確認したいことがある場合は，「受験上の配慮申  



請書」の「入学後の修学上の配慮について」の該当欄に✔を付けてください。学生支援窓口との

相談の機会をセッティングいたします。 

 ※本学の合理的配慮支援（障がい学生支援）については，下記を御参照ください。      

https://www.nihon-u.ac.jp/campuslife/disability_support/student_support/ 

 

５ 受験上の配慮事項の決定及び結果通知 

① 申請書類に基づいて受験上の配慮事項を決定し，その結果を申請者に通知します。 

② 申請者は，結果通知を受け取ってから出願してください。 

 

６ 留意事項 

① 提出期限を過ぎてからの申請については，受験上の配慮に対する準備の都合上，御希望に沿え

ない場合があります。ただし，提出期限後に大きな病気や怪我により，受験上の特別な配慮が必

要になった場合は，この限りではありません。 

② 試験当日に帽子，サングラス，補聴器の着用，薬等の服用，座布団の持込み等を希望する場合 

も申請してください。 

 

以  上 
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受験上の配慮を
希望する内容

⼊学後の修学上の

配慮について
(該当するものに☑)

□　予め確認したいことがある　　□　確認する事項はない

現 住 所
〒

障がいの種類
(該当するものに☑)

□　視覚障がい　　□　肢体不自由　　　□　病弱

□　聴覚障がい　　□　発達障がい　　　□　その他（一過性を含む）

障がいの症状
障がいの程度

在籍学校等
出⾝学校等

令和  年度⽇本⼤学商学研究科⼊学試験受験上の配慮申請書

フリガナ ⾃宅番号

⽒  名
携帯番号

mail

記 ⼊ ⽇

出願専攻 　商学研究科　　　　　　　　専攻

試験⽅式
(該当するものに☑)

□　推薦入試（成績方式・論文方式）
□　一般・社会人入試
□　聴講生・研究生試験

□　外国人留学生入試
□　再入学試験


